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はじめに 

厚岸町は、基幹産業である漁業と酪農業を中心に太平洋の恩恵を最大限に受け、今日まで発展を遂

げてきた一方で、多くの地区が日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震に伴う津波の浸水予測地域となっ

ており、津波の危険と常に隣り合わせの状況にあることから、地震・津波を始めとする自然災害に備

えるため、更なる安全・安心なまちづくりを進める必要がある。 

そのような中、現在、日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震に伴う津波の浸水予測地域に位置する高

齢者福祉施設については、介護を必要とする高齢者が生活する場として介護職員が常駐しているも

のの、現在の場所と施設機能では、災害時に避難が遅れ、生命の危機が懸念されるとともに、現在の

場所を含む当該地域は、全域が津波浸水予測地域であり、地域住民の安全を確保するためには、防災

拠点となる施設の整備が急務となっているほか、今後の福祉施設のあり方として、地域に開かれ相互

に活用できる役割を担っていく必要がある。 

また、厚岸町の高齢化率は令和５年 12月時点で 37.8％となっており、北海道の高齢化率と比べて

も高い水準である上、増加傾向が想定されている。今後高齢化が一層進展する中で、すべての人が生

きがいをもって地域を共に創り、高め合う地域共生社会（高齢者介護、障がい福祉、児童福祉、生活

困窮者支援などの制度・分野の枠や、「支える側」と「支えられる側」という従来の関係を超えて、

人と人、人と社会がつながり、一人ひとりが生きがいや役割を持ち、助け合いながら暮らしていくこ

とができる包摂的な社会をいう。以下同じ。）の実現を目指していく必要がある。 

本構想は、これまでの厚岸町の現状や取組を踏まえ、地域防災の活動や自衛隊・ボランティアとの

関わりなどについて、町民意見を踏まえた上で、福祉・防災・まちづくり等の厚岸町が抱える課題解

決に資する機能を有し、人々が交流しコミュニケーションや地域活動が活性化する場となる施設整

備の考え方を基本構想として取りまとめるものである。 

なお、防衛省所管の補助事業である「まちづくり構想策定支援事業」の採択を受けており、補助事

業の趣旨に準じて本構想を策定する。 
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 厚岸町の概要 

 地勢 

厚岸町は、北海道の南東部に位置し、東

部は浜中町、北部は別海町・標茶町、西部

は釧路町と接し、南は厚岸湾が深く進入

して厚岸湖を抱き太平洋に面している。 

東西 35.5 ㎞、南北 45.1 ㎞、総面積

739.12 ㎢の広さとなっている。また、道

東拠点都市である釧路市とは約 48㎞、根

室市とは約 78㎞の位置にある。 

地形は北西に山脈をなし、標高 156ｍを

最高に 60～80ｍの丘陵をなしている。主

な河川は別寒辺牛川と尾幌川であり、そ

の他中小河川が数条あるが、いずれも船

入には適さない。厚岸町の南中央部に深

く入り込んだ厚岸湾は天然の良港として

古くから栄え、その沿岸に市街を形成し、

漁業、工業、商業等の中心となっている。

また、厚岸町を東西に走るＪＲ根室本線

と国道44号沿いの一帯は緑豊かな森林地

帯と酪農地帯が広がる。一方、沿岸線は太

平洋の荒波を受け、奇岩、奇石に富み、厚

岸湾口には大黒島、小島を有している。 

地質について北部は、第四紀更新世の

釧路層群の地層が分布している。西部は、

白亜紀ヘトナイ世の根室層群をはじめ第四紀完新世の沖積層の地層が広がっており、東部は古第

三紀始新世及び新第三紀中新世の地層をなしている。南部は白亜紀ヘトナイ世、古第三紀暁新世の

根室層群で構成されている。 

春は４月下旬まで降雪があり５月中旬には空気も乾燥し晴天が続く。５月から８月まではこの

地特有の海霧が発生し、低温雨霧に見舞われ、ぐずついた気候が続き涼しい夏となる。 

秋は移動性高気圧のため多湿な気候から一変し澄み切った秋晴が続くが雨量も多い。冬は北西

の風が吹き空気は乾燥する。また、降雪は遅く積雪量も少ない一方、地表の凍結が甚だしい。 

 

 

 

国土地理院地図に加筆 

厚岸町周辺地図 
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国土地理院地図に 20 万分の１地質図（産業技術総合研究所 地質調査総合センター）を重ね合わせ 

地質分布図 
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アメダス太田観測所のデータより作成 

厚岸町（太田観測所）の気温・降水量の平年値（1991 年～2020 年） 

 

 

 

アメダス太田観測所のデータより作成 

厚岸町（太田観測所）の最深積雪・降雪の深さ合計の平年値（1991 年～2020 年） 
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 人口動向 

(1) 人口構造 

厚岸町の人口は、国勢調査によると令和２年は 8,892人となっており、昭和 35年の 20,185人

をピークに減少傾向が続いている。 

令和２年の総人口 8,892人に対して、年少人口（０～14歳）が 900人（10.1％）、生産年齢人

口（15～64歳）が 4,810人（54.1％）、老年人口（65歳以上）が 3,182人（35.8％）となってお

り、超高齢社会に突入した以降も高齢化率の上昇が続いている。 

町内を大きく湖南地区と湖北地区に分けると、令和５年 12月末の総人口 8,395 人（住民基本

台帳）に対して、湖南地区の人口が 2,858 人（34.0％）、湖北地区の人口が 5,537人（66.0％）

となっており、湖北地区に６割以上が居住している。 

国立社会保障・人口問題研究所の推計によれば、今後も人口減少に歯止めがかからず減り続け、

令和 22 年には 5,697 人（平成 27 年と比較して約 43％減少）になるものと推計されている。こ

の推計を令和 32年にまで延長させると、総人口は 4,343人（平成 27年と比較して約 57％減少）

になるものとされている。 

 

 

人口推移（2020年以降は推計値） 
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地区別人口（令和５年 12月末現在） 

 

※（ ）は外国人の人数で内数。 

※住民基本台帳 

  

厚  岸  町  総  数 4,240 (176) 8,395 (180) 3,985 (49) 4,410 (131)

湾 月 223 (2) 486 (3) 236 (2) 250 (1)

有 明 40 (3) 75 (3) 39 (3) 36 (0)

若 竹 221 (26) 418 (26) 194 (5) 224 (21)

松 葉 171 (6) 327 (6) 141 (3) 186 (3)

梅 香 166 (3) 312 (3) 145 (0) 167 (3)

奔 渡 352 (0) 810 (0) 390 (0) 420 (0)

筑 紫 恋 24 (0) 49 (0) 21 (0) 28 (0)

床 潭 155 (0) 352 (0) 168 (0) 184 (0)

末 広 16 (0) 29 (0) 14 (0) 15 (0)

湖 南 地 区 合 計 1,368 (40) 2,858 (41) 1,348 (13) 1,510 (28)

港 町 285 (47) 466 (47) 232 (25) 234 (22)

真 栄 261 (14) 437 (14) 216 (6) 221 (8)

宮 園 545 (1) 1,099 (1) 516 (1) 583 (0)

白 浜 393 (1) 687 (2) 305 (1) 382 (1)

住 の 江 306 (21) 580 (21) 285 (1) 295 (20)

山 の 手 181 (0) 407 (0) 189 (0) 218 (0)

門 静 190 (0) 415 (1) 203 (0) 212 (1)

太 田 151 (33) 307 (34) 143 (2) 164 (32)

片 無 去 54 (7) 118 (7) 57 (0) 61 (7)

糸 魚 沢 26 (0) 46 (0) 23 (0) 23 (0)

若 松 28 (6) 62 (6) 31 (0) 31 (6)

ト ラ イ ベ ツ 15 (0) 41 (0) 19 (0) 22 (0)

尾 幌 120 (6) 217 (6) 95 (0) 122 (6)

上 尾 幌 72 (0) 120 (0) 58 (0) 62 (0)

苫 多 19 (0) 44 (0) 23 (0) 21 (0)

光 栄 226 (0) 491 (0) 242 (0) 249 (0)

湖 北 地 区 合 計 2,872 (136) 5,537 (139) 2,637 (36) 2,900 (103)

地 区 名
世帯数

人口

(行政区の数値による） 総数 男 女
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(2) 世帯の状況 

世帯数は、令和５年９月末現在で 4,072 世帯となっており、平成 27年度から令和５年度まで

の８年間で、392世帯減少している。 

一方で、１世帯あたり人員は減少傾向にあり、平成 27 年度の 2.24 人から令和５年度には、

2.07人になっている。 

 

 

世帯数と１世帯あたり人員の推移 

出典：第９期厚岸町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 
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 土地利用 

厚岸町では都市計画法に基づき、市街地地区を中心に用途地域を指定し、建物の用途や形態にか

かわる規制・誘導を行っている。用途地域以外の土地利用としては、厚岸湖及びその周辺は厚岸霧

多布昆布森国定公園に指定されている他、16世紀から 18世紀にかけて築かれたとされるチャシ跡

が埋蔵文化財として 27箇所搭載されている等、アイヌ民族の痕跡が多数残されている。 

また、太田地区が農業地域となっており、その他大部分が地域森林計画対象民有林となっている

ことなどから、市街地と農業地帯、豊かな自然、歴史、文化が融和する町となっている。 

周辺地域とのアクセス道路としては、国道 44号、道道 14号が挙げられ、湖北地区と湖南地区を

道道 123号が結んでいる。さらに、尾幌糸魚沢道路の整備が進められており、完成すると、太田南

地区周辺に（仮称）厚岸インターチェンジが設置される予定である。 

また、津波浸水を受けないよう整備されることから、災害時の厚岸町へのアクセス性の向上が期

待される。 
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                             土地利用状況（湖北地区）          国土数値情報を国土地理院地図上に表示
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                             土地利用状況（湖北地区）          国土数値情報を国土地理院地図上に表示 
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 厚岸町と防衛省・自衛隊の関係 

(1) 立地する防衛施設 

厚岸町の北東部には、別海町・厚岸町・浜中町にまたがる陸上自衛隊の演習場、矢臼別演習場

が位置する。矢臼別演習場は総面積約 16,800haであり、射程 18㎞の長射程射撃が可能な施設で

ある等、自衛隊では最大規模の演習場である。 

年間演習日数は 300 日を数え、毎年行われる協同転地演習や第一空挺団によるパラシュート

降下展開演習、アメリカ軍との日米共同訓練等が行われている。 

平成 25年６月 11日にはアメリカ軍兵隊が射撃演習中に実弾を演習場から約 500ｍ離れた牧草

地に誤って着弾させる事故が発生するなど、万が一の際には、住民の安全確保が必要となる。 

 

 

矢臼別演習場の位置  
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(2) 防衛省・自衛隊との協力・交流状況 

厚岸町では自衛隊と連携を図り、厚岸町総合防災訓練を実施している。 

また、「あっけし桜・牡蠣まつり」で陸上自衛隊音楽隊の演奏会を実施するなど、地域のイベ

ントでも交流を深めている。 

 

   

厚岸町総合防災訓練 

 

   

あっけし桜・牡蠣まつり 

 

   

その他地域イベント  
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 福祉に関する現状 

(1) 高齢者の状況 

65 歳以上の高齢者のいる世帯は平成 30年度まで増加傾向で、その後減少している。令和５年

度では 2,235 世帯となっており、全世帯数に占める割合は 54．8％と高くなっている。特に、「高

齢ひとり暮らし世帯」は、65歳以上の高齢者のいる世帯割合の約 40．4％と増加傾向となってい

る。 

高齢者のいる世帯を構成別にみてみると、「同居世帯」の構成比率が減少しているのに対し、

「高齢ひとり暮らし世帯」が増加傾向、「高齢夫婦世帯」が微増傾向である。 

このため、平成 30年度から「同居世帯」と「高齢者夫婦世帯」の比率が逆転している。 

 

 

高齢者（65歳以上）のいる世帯数の変化 

出典：第９期厚岸町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 
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(2) 子どもの状況 

出生数は、減少と増加を繰り返しているが、減少傾向にあり、令和５年度では 40 人となって

いる。 

出生率についても同様に減少傾向にあり、全国平均を下回り、令和５年度では 4.7％となって

いる。 

 

  

※出生率に関しては、千人当たりの比率である。 

また、当該年度の 12 月末日現在の人口で比率を計算している。 

出生数と人口千人当たりの出生率の推移 

出典：第３期厚岸町子ども子育て支援事業計画 
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(3) 要支援者の状況 

① 生活保護世帯 

生活保護世帯数は、増減を繰り返しながら令和５年度で 141 世帯となっている。被保護人員

は、平成 22 年度をピークに減少しており、令和５年度で 178人となっている。 

 

生活保護の状況 

 

資料：北海道釧路総合振興局 

※平成 29年以降は扶助費の詳細情報は非公開 
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② 障がい者 

障がい者数（各障害者手帳所持者数）は、令和５年度で身体障がい者が 459 人、知的障がい

者が 86人、精神障がい者が 93人、合計 638人となっている。いずれも減少傾向にある。 

 

※身体障がい者は身体障害者手帳所持者 

※知的障がい者は療育手帳所持者 

※精神障がい者とは、精神保健福祉手帳所持者と自立支援医療（精神）受給者証所持者の合計 

※特定疾患は、特定疾患受給者証の受給者（「釧根保健情報年報」各年末実績）  

障がい者数の推移 

出典：第７期厚岸町障がい福祉計画 
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③ 要介護等認定者等 

要介護等の認定者総数は年々増加傾向となっており、令和５年度には 722人となっている。 

認定率は令和５年度で 22.5％となっており、年々増加の傾向で推移している。 

 

 

65歳以上の人の要介護認定者と認定率 

資料：厚生労働省・地域包括ケア「見える化」システム（各年９月末日） 
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(4) 地域福祉資源の状況 

① 民生委員・児童委員の状況 

厚岸町の民生委員・児童委員数は令和５年 12 月現在で定数 32 名、主任児童委員は定数２名

であり、民生委員・児童委員一人当たりが受け持つ平均世帯数は約 127世帯となっている。 

厚岸町民生委員児童委員協議会では、月に１回程度、委員が集まる定例会を開催し、委員同

士の意見交換をはじめ、地域の福祉資源を学び、委員自身の識見の向上に努めるほか、安否確

認及び見守りに資する取組をしている。 

 

② ボランティア活動の状況 

令和６年８月現在のボランティア登録者数は、個人 64名、団体７団体（216名）となってい

る。 

厚岸町のボランティア活動は、イベントの実施を目的としたボランティア団体が個々に定期

的に活動しており、多世代交流事業やふれあい会食事業などボランティアセンターを通じて連

携した活動をしている。 

平成 27 年３月に災害ボランティア推進連絡会を立ち上げ、災害時におけるボランティアセ

ンターの整備方針や協力体制などを今後につなげていく体制づくりを構築している。 

令和３年度から地域の住民同士が互いに助け合う会員制の生活支援サービス「おたすけ隊」 

が運用開始し、有償ボランティアの仕組みを構築している。 

 

③ 自治会活動の状況 

厚岸町の自治会活動は、29 の自治会とこれらと連携を図る自治会連合会により、それぞれの

地域で特性に応じたさまざまな活動が進められている。各自治会で敬老会をはじめとする催し

やサロン活動を展開する団体もあり、地域の担い手のかたちとして期待されている。 

また、各自治会において、災害時にお互いが協力し合える自主防災組織の設立を進めている。 

しかし、多くの自治会では組織加入戸数の減少や加入者の高齢化が進み、活動を行うための

人材の確保に苦慮しており、その活動や内容において課題が多い。 
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④ 交流イベント 

厚岸町におけるイベントとして、牡蠣まつりに代表される食にまつわるイベントやあやめま

つり、夏まつりなどの季節のイベントや文化・環境・福祉に関するイベントが多く催されてい

る。 

また、厚岸町内各団体が主催する多くのイベントもあり、多様な催しが行われている。 

 

■ 食にまつわるイベント 

時期 イベント名 

５月 あっけし桜・牡蠣まつり 

10月 あっけし牡蠣まつり 

11月 村山秋の味覚市 

 

■ 季節・文化・環境・福祉イベント 

時期 イベント名 

５月 厚岸町クリーン作戦 

６月 あっけしあやめまつり 

６月 厚岸町民の森植樹祭 

７月 厚岸港まつり・厚岸町民花火大会・厚岸夏まつり 

７月 本の森フェスティバル 

11月 厚岸町障がい者（児）ふれあいフェスティバル『こう福祉 21』 

11月 厚岸町民文化祭 

 

■ その他 

厚岸町社会福祉協議会 ふらっとニコニコ広場 

あっけしサマー・ウインターフェスティバル 

釧路太田農協 収穫祭 

あさり掘り体験、子育てイベント、厚岸味覚ターミナールイベントほか 

町民ソフトボール大会、スポーツ大会ほか 

 

   

あっけし牡蠣まつり  



 

20 

⑤ 教育・保育施設 

厚岸町の教育・保育施設は、下記に記載する施設となっている。人口減少、少子化に伴い、

小学校や保育所の統廃合が進んでおり、集約化されている。 

 

保育所 厚岸町立しんりゅう保育所 

厚岸町立あっけし保育所 

厚岸町立太田へき地保育所 

幼稚園 厚岸カトリック幼稚園 

認定こども園 厚岸さくら幼稚園 

児童館 厚岸町友遊児童館 

厚岸町子夢希児童館 

子育て支援 厚岸町子育て支援センター 

小学校 厚岸町立厚岸小学校 

厚岸町立真龍小学校 

厚岸町立太田小学校 

中学校 厚岸町立厚岸中学校 

厚岸町立真龍中学校 

厚岸町立太田中学校 

給食センター 厚岸町学校給食センター 

高等学校 北海道立厚岸翔洋高等学校 

生涯学習（社会教育） 

施設 

厚岸町海事記念館 

厚岸町郷土館 

厚岸町太田屯田開拓記念館 

厚岸情報館 

厚岸情報館分館 

厚岸町Ｂ＆Ｇ海洋センター 

勤労者体育センター 

温水プール 

その他 北海道立青少年体験活動支援施設 

ネイパル厚岸 
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⑥ 医療施設 

厚岸町の医療機関は、下記の７箇所の病院、医院、歯科医院となっている。 

 

施設名 主な診療科 

町立厚岸病院 内科、外科、小児科、整形外科、脳神経外科 

医療法人社団 田中医院 内科、小児科、アレルギー科、リハビリテーション科 

中村小児歯科クリニック 小児歯科 

医療法人社団光歯会 

秋田歯科医院 

歯科 

港町ふくだ歯科クリニック 歯科 

医療法人社団厚浜会 

うえだ歯科医院 

歯科 

医療法人社団厚浜会 

松葉町歯科クリニック 

歯科 

 

 
町立厚岸病院 
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⑦ 社会福祉施設・サービス事業 

厚岸町の社会福祉施設のうち、居住型施設は７箇所となっている。 

高齢者または障がい者に対して在宅型サービス事業やその他の福祉サービス事業を総合的に

展開している。 

町内最大の社会福祉施設である町立特別養護老人ホーム心和園は、入居者 50 人が生活して

いるが、老朽化が進み今後の社会福祉サービスの維持が懸念される。 

 

■ 居住型施設 

介護老人福祉施設 町立特別養護老人ホーム心和園 

介護老人保健施設 厚岸町介護老人保健施設ここみ 

地域密着型介護老人福祉施設 

入所者生活介護 

町立特別養護老人ホーム心和園（ユニット） 

認知症対応型共同生活介護 

（介護予防含む） 

グループホームすずらん・らいらっく 

グループホームらべんだあ・なでしこ 

共同生活援助（グループホーム） 秋桜壱号館 

ぷらす 

 

■ 介護保険在宅型サービス事業 

居宅介護支援・介護予防支援 厚岸町社会福祉協議会指定居宅介護支援事業所 

厚岸居宅介護支援センターあやめ 

ケアセンターＨＯＲＩ 

ケアプランセンターなごみ 

厚岸町地域包括支援センター指定介護予防事業所 

訪問介護（総合事業サービス含む） 厚岸町社会福祉協議会指定訪問介護事業所 

ホームヘルプステーションおはなさん 

ヘルパーステーションすみれ 

訪問入浴介護（介護予防含む） 厚岸町在宅老人デイサービスセンター 

訪問看護（介護予防含む） 釧路町厚岸訪問看護ステーション 

訪問リハビリテーション 

（介護予防含む） 

町立厚岸病院 

訪問リハビリさくら 

居宅療養管理指導（介護予防含む） 病院・歯科医院ほか 

通所介護（総合事業サービス含む） 厚岸町在宅老人デイサービスセンター 

デイサービスセンターあやめ 

通所リハビリテーション 

（介護予防含む） 

町立厚岸病院 

デイケアセンターさくら 

認知症対応型通所介護 

（介護予防含む） 

グループホームすずらん・らいらっく 

短期入所生活介護（介護予防含む） 

（ショートステイ） 

町立特別養護老人ホーム心和園 

短期入所療養介護（介護予防含む） 厚岸町介護老人保健施設ここみ 
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■ 障害福祉在宅型サービス事業 

ホームヘルプサービス（居宅介護）・

重度訪問介護・同行援護 

厚岸町社会福祉協議会 

ショートステイ（短期入所） 町立特別養護老人ホーム心和園 

デイサービス・訪問入浴サービス 厚岸町在宅老人デイサービスセンター 

日中一時支援 ぷらっと 

障害児通所支援 厚岸町子ども発達支援センター 

ぷらっと（放課後等デイサービスのみ） 

就労移行支援 ぷらっと 

就労継続支援事業（Ｂ型） のんき村 

工房るうぷ 

ぷらっと 

地域活動支援センター 厚岸町地域活動支援センター 

計画相談支援 らいふ 

 

■ その他の福祉事業（抜粋） 

介護予防普及啓発事業 

（元気いきいき教室） 

厚岸町社会福祉協議会 

通所型サービスＣ（貯筋サロン） デイケアセンターさくら 

貯筋健診事業 デイケアセンターさくら 

配食サービス事業 厚岸町在宅老人デイサービスセンター 

認知症サポーター養成事業 地域包括支援センター 

生活支援体制整備事業（ふれあい会食

会、コミュニティカフェ、世代間交流

の育成、ボランティア事業の推進等） 

厚岸町社会福祉協議会 

生きがい活動支援通所事業 厚岸町在宅老人デイサービスセンター 

生活管理指導短期宿泊事業 町立特別養護老人ホーム心和園 

生活管理指導員派遣事業 厚岸町社会福祉協議会指定訪問介護事業所 

ヘルパーステーションすみれ 

ホームヘルプステーションおはなさん 

成年後見制度推進事業 厚岸町社会福祉協議会 

ファミリー・サポート・センター事業 厚岸町社会福祉協議会 

家族介護者交流事業 厚岸町地域包括支援センター 
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 防災に関する現状 

(1) 想定される災害 

① 地震・津波 

平成 27年２月に内閣府に設置された「日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震モデル検討会」に

おいて、下図に示す日本海溝モデル及び千島海溝モデルの震度を利用し、「日本海溝・千島海溝

沿いの巨大地震の被害想定」（北海道、令和４年７月、12月）に示された地震・津波被害を対象

とする。 

 

○震度・津波の想定 

厚岸町では最大震度７、町内全域で震度６弱以上の強い揺れが想定される。各代表地点にお

いて第１波津波到達時間は 28分～45分、最大水位 9.2ｍ～19.1ｍと想定されている。また、市

街地区の広域にわたって想定浸水深が 5.0ｍ～10.0ｍとなっている。 

 

千島海溝及び日本海溝の地震モデル 

 

震度分布図（千島海溝モデル） 
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厚岸町防災ハザードマップ（津波浸水全図） 

 

厚岸町の代表地点における第１波到達時間及び最大津波水位 

代表地点 第１波到達時間（分） 最大津波水位（ｍ） 

白浜 40 9.5 

若竹 45 9.2 

床潭 30 10.0 

末広 28 19.1 

門静 39 11.5 
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○被害想定 

「日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震の被害想定」（北海道、令和４年７月、12月）に示され

た地震による被害想定は下表の通りとなっている。 

揺れによる人的被害は 10 人にとどまるが、津波による人的被害が人口の２～４割程度の

1,700～3,600人となっている。 

 

日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震の被害想定（厚岸町） 

 区分 被害想定項目 被害内容 

１ 建物 

被害 

揺れによる全壊建物棟数（冬・夕） 380棟 

２ 液状化による全壊建物棟数（冬・夕） 320棟 

３ 津波による全壊建物棟数（冬・夕） 2,500棟 

４ 急傾斜地崩壊による全壊建物棟数（冬・夕） 10棟 

５ 焼失棟数（冬・夕） ― 

６ 屋外落下物（冬・夕） 410棟 

７ 人的 

被害 

揺れによる人的被害（死者数）（冬・夕） 10人 

８ 津波による人的被害（死者数）（冬・夕） 1,700人 

※津波避難ビルを考慮 

９ 津波による人的被害（死者数）（冬・夕） 3,600人 

※津波避難ビルを考慮しない 

10 津波による人的被害（負傷者数）（冬・深夜） 390人 

※津波避難ビルを考慮 

11 津波による人的被害（負傷者数）（冬・深夜） 440人 

※津波避難ビルを考慮しない 

12 急傾斜地崩壊による人的被害（死者数）（冬・夕） ― 

13 低体温症要対処者数（冬・夕） 1,000人 

14 避難者数 7,200人 

15 ライフ 

ライン 

津波浸水想定区域外で想定される道路被害 40箇所 

16 津波浸水想定区域外で想定される橋梁被害 ― 

17 上水道断水人口（発災１日後） 8,600人 

18 下水道支障人口（発災直後） 6,000人 

19 停電軒数（発災直後～１週間） 3,700軒 

 

  



 

27 

② 土砂災害 

土石流 52 箇所、がけ崩れ（急傾斜地の崩壊）69 箇所、地すべり６箇所が「土砂災害警戒区

域（住民等の生命または身体に危害が生じるおそれがあると認められる区域）」、土石流 13 箇

所、がけ崩れ（急傾斜地の崩壊）69箇所が「土砂災害特別警戒区域（建築物に損壊が生じ、住

民等の生命または身体に著しい危害が生じるおそれがあると認められる区域）」に指定されて

いる。 

市街地地区に面した斜面沿いに多くのがけ崩れ（急傾斜地の崩壊）が懸念されている。 

 

 

厚岸町防災ハザードマップ（土砂・洪水災害全図） 
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③ 洪水浸水 

厚岸町では、尾幌川の洪水浸水を想定したハザードマップが作成されている。 

上尾幌駅周辺から河口部までの尾幌川周辺で 5.0ｍ程度までの浸水が想定されている。 

 

 

厚岸町防災ハザードマップ（土砂災害①・洪水浸水（尾幌地区）） 
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④ 雪害 

厚岸町では湖南地域を中心に 24箇所の雪崩危険箇所が指定されている。 

 

 

 

    

厚岸町内の雪崩危険箇所 

出典：北海道雪崩危険箇所マップ（https://www.njwa.jp/hokkaido-sabou/nadare/Snow17.html） 

  

① 

① 

② 

② 
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(2) 防災体制 

① 本部機能 

厚岸町では災害や事故が発生し、または災害が発生するおそれがある場合に、災害情報連絡

室、災害対策連絡本部、災害対策本部を段階的に設置することとしている。 

災害対策本部は役場庁舎内に設置するが、庁舎が被災し、使用できない場合は、他の公共施

設に設置する。また、津波警報あるいは大津波警報が発表された場合は、厚岸消防庁舎に本部

を設置する。 

 

② 避難情報の周知 

町長は、避難指示等の避難情報を迅速かつ確実に住民に伝達するため、避難指示等の発令に

当たっては、釧路東部消防組合厚岸消防署等関係機関の協力を得つつ、次の事項について、生

命や身体に危険が及ぶおそれがあることを認識できるように避難指示等の伝達文の内容を工夫

することや、その対象者を明確にすること、避難指示等に対応する警戒レベルを明確にして対

象者ごとに警戒レベルに対応したとるべき避難行動について、住民にとって具体的でわかりや

すい内容とするよう配慮し、町同報系防災行政無線（戸別受信機を含む。）、厚岸情報ネットワ

ーク、携帯電話（緊急速報メール機能を含む。）等のあらゆる伝達手段の特徴を踏まえた複合的

な活用を図り、迅速かつ的確に、当該地域の住民等に伝達し、迅速かつ円滑な避難を図る。 

特に、避難行動要支援者の中には、避難等に必要な情報を入手できれば、自ら避難行動をと

ることが可能な者もいることから、障がいの状態等に応じ、適切な手段を用いて情報伝達を行

うとともに、民生委員等の避難支援等関係者が避難行動要支援者名簿を活用して着実な情報伝

達及び早期に避難行動を促進できるよう配慮する。 

 

③ 自主防災組織 

厚岸町は、地域ごとの自主防災組織の設置及び育成に努め、地域住民が一致団結して、消防

団と連携を行い、初期消火活動や救出・救護活動をはじめ、要配慮者の避難の誘導等の防災活

動が効果的に行われるよう協力体制の確立を図ることとしている。 

なお、自主防災組織の普及については、女性の参画や育成に努めることとしている。 

 

④ 避難行動要支援者対策 

災害時における避難行動要支援者の安全の確保に関して、以下の対策を実施することとして

いる。 

 

 避難行動要支援者の把握 

 避難行動要支援者及び家族、地域住民への指導 

 近隣住民を中心とした避難行動要支援者支援体制の確立 

 福祉施設における予防対策 

 介護者等の確保、福祉避難所・避難経路の確保 
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(3) 防災拠点・防災施設 

① 避難場所等 

厚岸町では避難場所等として下表の施設を指定している。 

指定避難所を中心に防災資機材等が備蓄されている。 

 

 

厚岸町内における避難場所等の施設数 

避難場所等 施設数 

避難階段・避難経路 13 

指定緊急避難場所 115 

指定避難所※ 38 

福祉避難所 ６ 

※内、37施設は指定緊急避難場所にも指定 

 

② ヘリポート 

ヘリコプター離着陸可能地として６箇所、ドクターヘリ離着陸可能地 14箇所（うち４箇所が

ヘリコプター離着陸可能地と重複）が指定されている。 
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(4) 冬季の防災対策 

厚岸町は 12 月～２月の平均気温が氷点下を下回ることなどから、冬季に災害が発生した場合、

屋外避難場所で雨や雪、風を防ぐ防寒対策が取れないことや、津波に巻き込まれ水にぬれた状態

になることで低体温症となることが懸念される。「日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震の被害想

定」では、冬・夜間に巨大地震が発生した場合、低体温症要対処者数が 1,000人に上ることが想

定されている。 

こうした中、厚岸町では冬季における避難時の低体温症対策として、防寒機能を備えた避難場

所等の確保、暖房器具・燃料等の備蓄など、避難生活環境の確保について配慮するものとしてい

る。 

また、厚岸町の年間の降雪の深さの合計は過去には最大 652㎝に上り、災害発生時に除雪され

ていない道路が通行できず、避難が遅れることが懸念される。 

このため、厚岸町では国や北海道等の道路管理者と連携して除雪体制を強化し、日常生活道路

の確保を含めた面的な道路交通確保対策を推進することとしている。 

具体的には、道路管理者が連携した除雪体制を強化するための除雪計画の策定、除雪の向上を

図るための除雪機械の増強、雪崩や地吹雪等による交通障害を予防するための雪崩防止柵や防

雪柵等の防雪施設の整備等を推進することとしている。 
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(5) 広域的な応急対策活動 

① 道路啓開 

釧路・根室地域道路啓開計画（初版）（釧路地方道路防災連絡協議会、令和５年１月）では、

千島海溝地震時の道路啓開ルート及び拠点が定められている。厚岸町の活動拠点は厚岸消防署

及び厚岸グルメパークとなっており、最寄りの活動中継拠点である中茶安別防災ステーション

から 25㎞以上離れている。 

 

啓開拠点及び緊急啓開ルートの定義 

拠点名 定義  ルート名 啓開 

目標時間 

定義 

広域進出拠点 

(釧路空港、 

中標津空港) 

災害発生直後、直ちに広

域応援部隊が被災地方面

に向かって移動する際の

目標となる防災拠点 

 広域移動 

ルート 

24時間 広域進出拠点及び進出

拠点間を結ぶ、各部隊

等の広域的な移動のた

めのルート 

進出拠点 

(㈱セコマ釧路配

送センター、中標

津町役場) 

広域移動ルートから被災

地に向けたアクセスルー

トを接続する防災拠点 

 アクセス

ルート 

48時間 進出拠点と被災地内ル

ートを接続するルート 

ルート上に活動中継拠

点を設定可能なルート 

活動中継拠点 

(中茶安別防災ス

テーション) 

活動拠点へアクセスする

際に被災地に最も近い拠

点となる防災拠点 

 

活動拠点 

(厚岸消防署、厚

岸グルメパーク) 

被災地内（浸水域内）の

啓開の拠点となる防災拠

点 

 被災地内

ルート 

72時間 甚大な地震・津波被害

が想定される地域内の

ルート 
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道路啓開における啓開拠点・緊急啓開ルート（釧路・根室地域全体図） 

出典：釧路・根室地域道路啓開計画（初版）（釧路地方道路防災連絡協議会、令和５年１月）
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道路啓開における啓開拠点・緊急啓開ルート（厚岸町周辺図） 

出典：釧路・根室地域道路啓開計画（初版）（釧路地方道路防災連絡協議会、令和５年１月） 
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② 医療 

北海道医療計画（令和６年３月、北海道）によると、千島海溝地震時により被害が甚大とな

る釧路・根室地域では、ＤＭＡＴ※が令和４年度時点で９チームとなっている。 

また、厚岸町内には北海道災害拠点病院・ＤＭＡＴ指定医療機関がなく、最寄りの市立釧路

総合病院は約 50 ㎞離れた位置にある。日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震における具体的な応

急対策活動に関する計画（令和５年５月、内閣府）では、航空搬送拠点候補地を整理しており、

厚岸町周辺では釧路空港（固定翼機のみ使用可）及び中標津空港（固定翼機、大型回転翼機共

に使用可）となっている。 

 

第三次医療圏 ＤＭＡＴチーム数 

道南 ６ 

道央 47 

道北 18 

オホーツク ８ 

十勝 ２ 

釧路・根室 ９ 

計 90 

 

※ＤＭＡＴ：Disaster Medical Assistance Teamの略、大地震及び航空機・列車事故といった災害

時に迅速に駆けつけ、救急治療を行うための専門的な訓練を受けた医療チーム。 

 

③ 物資調達 

大規模地震の発生後、各省庁からプッシュ型で支援される物資は、道が開設する広域物資輸

送拠点に受け入れられ、地域内輸送拠点や避難所に輸送される。日本海溝・千島海溝周辺海溝

型地震における具体的な応急対策活動に関する計画（令和５年５月、内閣府）において定めら

れている北海道内の広域物資輸送拠点は札幌市に２箇所、苫小牧市に２箇所の計４箇所となっ

ており、道東地域には定められていない。 
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 まちづくりに関する現状 

(1) 産業・経済の動向 

厚岸町の産業別従事者数は、令和２年の国勢調査によると 5,153 人となっており、昭和 45年

の 8,944 人をピークに減少傾向が続いている。 

第１次産業従事者数については、減少が続いており、基幹産業である漁業と酪農業の従事者数

も、漁業経営体数と乳牛飼育戸数の減少とともに減少傾向にある。 

産業に関するデータを見ると、漁業においては、昭和 63 年のイワシの豊漁の年以降、生産量

は総じて減少傾向にある。生産額については、生産量の減少に伴い大きく減少した以降は安定傾

向にあるが、近年は水揚げの主力であるサンマの不漁などにより減少傾向が続いている。 

一方、酪農業においては、乳牛飼育戸数が減少してきた反面、生乳生産量については、右肩上

がりで増加してきたことから、乳牛飼育農家の規模拡大により 1 戸当たりの生産量が急激に増

加してきたことがうかがえるが、近年、生乳生産量は高止まりで推移している。 

製造業、卸売業、小売業においては、事業所数は統計の基準が変わった昭和 60 年以降減少傾

向にあり、従業者数については、減少から横ばいで推移してきたが、近年は再び減少傾向となっ

ている。 

観光業においては、令和２年からの新型コロナの流行期を除き、観光入込客数及び厚岸味覚タ

ーミナル・コンキリエ入館者数ともに増加傾向にある。 

このような中、第１次産業の従事者の高齢化や減少など、顕著に表われている動向については、

今後もその傾向は強まることが想定される。 

 

 

産業別就業者数の推移 

出典：第６期厚岸町総合計画  
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漁業経営体数と漁業就業者数の推移      漁業生産量と生産額の推移 

資料：厚岸漁業協同組合業務報告書        資料：農林水産省「港勢調査」 

 

 

 

生乳生産量の推移                 生乳生産額の推移 

資料：釧路太田農業協同組合、浜中町農業協同組合 

 

 

 

観光入込客数の推移       厚岸味覚ターミナル・コンキリエ入館者数の推移 

資料：観光商工課「観光入込客数調査」               資料：観光商工課 

出典：第６期厚岸町総合計画 
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(2) 暮らし 

① 道路・公共交通 

厚岸町の公共交通は、ＪＲ根室本線や路線バスのほか、利用が少なく民間の路線バスによる

運行が難しい地域においては、町が運営するデマンドバスの運行により、個別の交通手段を持

たない町民の生活交通路線の確保に努めている。近年、運転免許証を返納する高齢者など個別

の交通手段を持たない町民が増加する中、ＪＲ根室本線が維持困難線区とされるなど、地域公

共交通の維持確保に大きな問題が生じている。 

高規格幹線道路については、平成 26年度に道東自動車道浦幌・白糠間、平成 27年度に白糠・

阿寒間、令和６年 12 月には阿寒・釧路西間が開通、釧路外環状道路においても、平成 27年度

に釧路西・釧路東間、平成 30年度には釧路東・釧路別保間が開通するなど、道東地域への高規

格幹線道路ネットワ－クが延伸されている。厚岸町においては、令和元年度に尾幌・糸魚沢間

が「尾幌糸魚沢道路」として新規事業化、令和３年度には本格着工されており、別保・尾幌間

についても、計画段階評価が順調に進み、新規事業化が目前に迫っている。 

 

② 都市計画・緑地・公園 

厚岸町では、計画的な都市機能の充実を進めながら快適な居住空間の創出を図るため、平成

15 年度に「厚岸町都市計画マスタ－プラン」を策定し、快適で秩序ある都市づくりの推進に努

めてきた。今後、将来の市街地形成の動向を考慮しながら、時代の変化に対応すべく令和５年

度に見直しを行った「厚岸町都市計画マスタ－プラン」により、地域性などに配慮した計画的

な都市づくり・まちづくりを進めている。 

公園については、少子高齢化の影響や施設の老朽化などにより、利用頻度が低下している公

園も少なくないため、令和６年度に策定した「厚岸町公園適正化計画」に基づき、真に必要な

公園を地域住民の協力を得ながら整備を進めている。 

 

③ 行政運営 

国では人口減少・少子高齢化の時代に合った地域をつくり、安全で安心な暮らしを守るとと

もに、地域と地域の連携を図るため、「集約とネットワーク」の考え方に基づき、「連携中枢都

市圏構想」や「集落ネットワーク圏」などの新たな圏域づくりに取り組むこととしている。 

厚岸町においては、国や北海道、他市町村の新たな圏域づくりの動向に注視しながら、平成

22 年９月に釧路市と締結した「定住自立圏構想」に基づく、「釧路市厚岸町定住自立圏形成協

定」による取組をはじめとする広域連携事業を引き続き推進するとともに、町民サービスの向

上や持続可能なまちづくりを展開する基礎自治体としての体質強化を図る必要がある。 

また、今後、町有施設等の一斉更新を迎えるにあたり令和４年５月に改訂した「厚岸町町有

施設等総合管理計画」に基づき、各施設の集約化・複合化を行い、新たな施設として活用する

か、現在の施設を引き続き有効活用するかなど、今後のあり方を十分に検討する必要がある。 
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 各種関連計画 

本構想に関係する以下の上位・関連計画から、厚岸町が取り組むまちづくり、防災、福祉に関連す

る施策を整理した。 

 

 

 

関連計画の体系 

  

上位計画 
第６期厚岸町総合計画 

福祉分野 

防災分野 

まちづくり分野 

厚岸町 

まちづくり 

基本構想 
第４期厚岸町地域福祉計画 

厚岸町地域防災計画 

厚岸町地域強靭化計画 

厚岸町都市計画マスタープラン 

第３期厚岸町未来創生総合戦略 

厚
岸
町
町
有
施
設
等
総
合
管
理
計
画 

厚岸町業務継続計画 

みんなすこやか厚岸 21（健康増進計画） 

（第３期） 

あっけし地域福祉実践プラン 2022 

第９期厚岸町高齢者保健福祉計画 

介護保険事業計画 

第３期厚岸町子ども・子育て支援事業計画 

第７期厚岸町障がい福祉計画 

第５期厚岸町障がい者基本計画 
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 上位計画 

(1) 第６期厚岸町総合計画（令和７年１月改訂） 

＜計画の趣旨・方針＞ 

「みんなの“あっけし”新時代の創造に向かって」の実現に向けて、５つの将来像に基づき

行動計画で体系的に示す行政部門ごとの各施策に取り組む。 

 

＜位置づけられている主な施策等＞ 

 総合防災対策の強化 

 地域福祉施設の整備 

 避難行動要支援者が多数入所（通所）する施設の予防対策 

 

 まちづくり分野 

(1) 厚岸町都市計画マスタープラン（令和６年３月） 

＜計画の趣旨・方針＞ 

 豊かな自然環境と調和した、活気ある産業を営むまち 

 安全・安心で、心豊かに暮らせるまち 

 町の資源を生かした、交流のまち 

 次の時代に向けて、多様な主体が共同してつくるまち 

 

＜位置づけられている主な施策等＞ 

 基本的な日常生活を充足できる「歩いて暮らせるまち」 

 災害関連施設や避難場所・避難ルートの整備、災害備蓄品の点検・補充などによる防災

体制の強化 

 福祉のまちづくり（バリアフリー化、福祉施設の更新等） 

 

(2) 第３期厚岸町未来創生総合戦略（令和７年３月策定予定） 

＜計画の趣旨・方針＞ 

第１次産業の振興と、将来を担う子どもたちへの支援を特に重要な施策と位置付けて推進す

る。 

 

＜位置づけられている主な施策等＞ 

 効果的・効率的な行政運営と広域連携 
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 防災分野 

(1) 厚岸町地域防災計画（令和５年４月） 

＜計画の趣旨・方針＞ 

災害予防、災害応急対策及び災害復旧等の災害対策を実施するにあたり、厚岸町及び各防災

関係機関と連携し、地域住民の生命、身体及び財産を災害から保護するため、厚岸町の防災の

万全を期する。 

 

＜位置づけられている主な施策等＞ 

 防災拠点機能の整備に関する計画 

 町が自ら管理等を行う施設等に関する対策 

 冬季の避難対策 

 

(2) 厚岸町業務継続計画（令和３年３月） 

＜計画の趣旨・方針＞ 

業務継続計画（ＢＣＰ：Business Continuity Plan）とは、災害時に人、物、情報等利用で

きる資源に制約がある状況下において、優先的に実施すべき業務（非常時優先業務）を特定す

るとともに、業務の執行体制や対応手順、継続に必要な資源の確保等をあらかじめ定め、地震・

津波等による大規模災害発生時にあっても、適切な業務執行を行うことを目的とした計画であ

る。 

 

＜位置づけられている主な施策等＞ 

 職員の安全を確保しつつ、町民の生命、身体及び財産を保護し、被害を最小限にとどめ

るための対策 

 災害応急対策業務及び災害復旧・復興業務のうち早期実施が必要な業務の遂行 

 早期参集などによる必要な人員の確保や庁舎、ライフライン等の資源確保に関する対策 

 

(3) 厚岸町地域強靭化計画（令和３年２月） 

＜計画の趣旨・方針＞ 

大規模災害から町民の生命・財産を守り、厚岸町の持続的な成長を実現するために、国、北

海道、民間事業者、町民等の総力を集結し、地域強靭化に関する施策を総合的かつ計画的に推

進する。 

 

＜位置づけられている主な施策等＞ 

 建築物等の老朽化対策 

 緊急輸送道路等の整備 

 積雪寒冷を想定した避難所等の対策 

 外国人、観光客、高齢者等の要配慮者対策 
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 福祉分野 

(1) 第４期厚岸町地域福祉計画（令和３年３月） 

＜計画の趣旨・方針＞ 

地域住民等による支え合いや行政との協働によって、公的福祉だけではなく、地域に暮らす

人たち共に支え合い、身近な生活課題の解決に向けた仕組みを構築する地域共生社会の実現を

目指す。 

 

＜位置づけられている主な施策等＞ 

 緊急時・災害時の支援体制 

 関係機関の連携・支援体制づくり 

 コミュニケーションの場づくり 

 

(2) みんなすこやか厚岸 21（健康増進計画）（第３期）（令和６年３月） 

＜計画の趣旨・方針＞ 

町民が生涯にわたり健康でこころ豊かに暮らせるよう、厚岸町の各施策を健康づくりの観点

から体系化し、町民の健康づくりを推進する。 

 

＜位置づけられている主な施策等＞ 

 ライフステージごとの健康づくりの推進 

 健康づくりを支える推進体制と連携 

 食育推進計画 

 自殺対策計画 

 

(3) あっけし地域福祉実践プラン 2022（厚岸町社会福祉協議会策定）（令和４年３月） 

＜計画の趣旨・方針＞ 

いつまでも住み慣れた地域で安心・安全に暮らし続けられるため、町民が主体となり活動で

きるよう、また、福祉関係団体、福祉事業者が協働して地域福祉を推進する。 

 

＜位置づけられている主な施策等＞ 

 地域の支え合いネットワークの構築 

 交流・つながりによる協働のまちづくり 

 地域福祉活動やボランティア活動の担い手づくり 

 

(4) 第９期厚岸町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（令和６年３月） 

＜計画の趣旨・方針＞ 

中長期的な地域の人口動態や介護ニーズの見込み等を踏まえ、介護サービスの基盤を整備す

るとともに、地域の実情に応じた地域包括ケアシステムを深化・推進する。 
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＜位置づけられている主な施策等＞ 

 自立支援、介護予防・重度化防止の推進 

 地域包括ケアシステムの深化・推進 

 介護サービスの基盤整備と質的向上 

 高齢者の積極的な社会参加の推進 

 

(5) 第３期厚岸町子ども・子育て支援事業計画（令和７年３月策定予定） 

＜計画の趣旨・方針＞ 

子ども・子育て支援法第 61 条第１項に基づき、厚岸町の子どもと子育て家庭を対象として、

厚岸町が今後進めていく施策の方向性や目標等を定める。また、社会全体で子ども・子育て・

親育ちを支援していくため、新たな仕組みに沿って、「質の高い教育・保育の総合的な提供」、

「保育の量的拡大・確保」、「地域の子ども・子育て支援の充実」を目指す。 

 

＜位置づけられている主な施策等＞ 

 子どもが健やかに育つ環境づくり 

 安心して産み、育てることを見守る体制づくり 

 安全・安心な子育てを支える地域づくり 

 

(6) 第７期厚岸町障がい福祉計画（令和６年３月） 

＜計画の趣旨・方針＞ 

障がい者のある人が安心して暮らせるまちづくりを目指す上での基盤となる、障害福祉サー

ビス等の方向性を明らかにし、障害福祉サービス等の提供体制等の確保に関して定める。 

 

＜位置づけられている主な施策等＞ 

 障がい者の地域生活の支援 

 障がい児支援の提供体制の整備等 

 障害福祉サービス等の質を向上させるための取組に係る体制の構築 

 

(7) 第５期厚岸町障がい者基本計画（令和７年３月策定予定） 

＜計画の趣旨・方針＞ 

障がい者が地域の中で人格と個性を尊重され、障がいの有無にかかわらず互いに支え合い、

安心して充実した生活を送ることができる社会の実現に向け、障がい福祉施策を総合的・計画

的に推進する。 

 

＜位置づけられている主な施策等＞ 

 地域生活の支援体制の充実 

 バリアフリー社会の実現 
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 公共施設 

(1) 厚岸町町有施設等総合管理計画（令和４年５月改訂） 

＜計画の趣旨・方針＞ 

今後に予想される人口減少や既存施設の老朽化に伴う大規模改修等の費用増大の課題を抱え

ているため、長期的・総合的な視点で検討し、施設の適正配置や長寿命化を図る。 

 

＜位置づけられている主な施策等＞ 

 施設群別の方針設定 

 避難ビル機能を備えた集会施設の建て替え 

 福祉施設の建て替え 
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 町民意見の把握 

 町民意見の把握・まちづくり基本構想への反映の流れ 

本構想作成にあたって、把握した町民意見及び検討の流れを以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

厚岸町の課題、 

拠点に必要な機能や仕組みの把握 

令和６年 10月７日 

第１回町民意見交換会 

令和６年 11月 15日 

第２回町民意見交換会 

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト 

厚岸町まちづくり 

基本構想（素案） 

反映 

素案に対する意見の把握 

令和６年 12月 17日 

第３回町民意見交換会 

提示 

厚岸町まちづくり 

基本構想（案） 

案に対する意見の把握 
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
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提示 

提示 
令和７年２月６日 

第４回町民意見交換会 

厚岸町まちづくり 

基本構想 

反映 
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 町民アンケート 

(1) アンケート調査概要 

調査対象：①無作為抽出した厚岸町に在住の 18歳以上 

     ②チラシ・ＨＰによる自由募集 

調査期間：令和６年 10月１日～10月 21日 

調査方法：①郵送配布 1000部、郵送回収又はＷＥＢ回答 

     ②チラシ・ＨＰによる自由募集、ＷＥＢ回答 

回 収 数：①無作為抽出 348票（回収率 34.8％） 

     ②自由募集   80票 

 

(2) アンケート回答者属性 

＜年齢・性別＞ 

・20歳代～60歳代は８～16％が回答し、70歳代以上は約 40％が回答した。概ね町内の年齢

別人口構成と同様の回答比率となっている。 

・回答者は男性 44％、女性 55％と、概ね町内の男女構成と同様の回答比率となっている。 

 

＜お住まい＞ 

・宮園が最も多く、住の江が次いで多い。 

・湖北、湖南の両エリアから回答があった。 
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＜家族構成＞ 

・夫婦のみが最も多く 36％、次いで親と子どもが 28％、一人暮らしが 20％である。 

  

 

 

・70歳代以上は、夫婦のみが 54％、一人暮らしが 21％である。 
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(3) 日頃行っている災害への備えについて 

・災害への備えは、「飲食料の備蓄」が 52％で最も多く、次いで「避難場所・避難経路の確

認」が 50％となっている。 

 

 

 

(4) どのような災害に不安を感じるかについて 

・回答者の 85％が「地震」「津波」に不安を感じている。 

・内陸エリアでは「大雪」「暴風」の割合も高くなっている。 
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(5) 避難する時のご自身の課題について 

・避難時の課題として、「避難のタイミング」「避難場所の受入可能状況」「自動車避難可否」

がわからないという意見が多い。 

  

 

 

(6) 地域に必要な防災の機能について 

・地域に必要な防災機能は「一時的に命を守る避難場所の充実」が最も多く、次いで「備蓄

施設の充実」となっている。 
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(7) 避難施設に必要な機能・設備について 

・「トイレ環境」が最も多く、次いで「プライバシー保護」、「非常飲食料の備蓄」、「冷暖房機

能」となっている。 

  

 

 

(8) 防災・福祉の複合施設が整備された場合、利用してみたい機能について 

・「天候によらず集まれる場」が最も多く、次いで「運動や介護予防ケアができる場」となっ

ている。 
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(9) 施設・機能が整備された場合の複合施設の利用意向について 

＜施設の利用頻度＞ 

・「週１回程度」 が最も多く、33％が回答。 

・月１回以上の利用意向がある方は合計で 67％となっている。 

 

 

＜当該施設を活用したまちづくり・福祉の取組への参画＞ 

・「どちらかといえば参画したい」が 47％、「ぜひ参画したい」と合わせると参画意向は 59％

である。 
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＜当該施設を活用したイベント等への参加＞ 

・「どちらかといえば参加したい」が 49％であり、「ぜひ参加したい」と合わせると参加意向

は 66％である。 

 

 

(10) 防災・福祉の複合施設を整備する場合の施設の場所について 

・「いずれでもよい」が 34％で最も多く、次いで「湖北地区市街地」が多い。 

・地域別にみると回答者の居住地への立地を望む回答が多い。 
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(11) 防災・福祉の複合施設を整備するにあたり、重要と考えるものについて 

・「津波災害の影響が極めて少ない、郊外の高台であること」が最も多く、次いで「医療機関

や福祉施設から近く、円滑にアクセスできること」が多い。 
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(12) 防災や福祉に関わるまちづくりに対する主な意見 

＜福祉に関する意見＞ 

・子供との交流、地域との交流ができるのが良い 

・子供たちが防災意識や福祉意識を高めるための学習や訓練があると良い 

・障がい者、高齢者の就労の場、コミュニティの場として活用できると良い 

・シェアキッチンとフリースペースを設置してはどうか 

 

＜防災に関する意見＞ 

・防災施設は湖南地区、湖北地区両方に必要 

・命が守れる施設が床潭にもほしい 

・避難しなくても良い場所に移転することが第一 

・町民が気軽に利用できる場所かつ安全性を保てるように望む 

・当面、命を守る緊急避難的な中・小規模の複数の施設が必要 

・高齢者では避難階段を利用できないのではないか 

・地区の集会所を新たに避難所として使えるように高台に移動して整備してほしい 

・廃校を避難場所や防災拠点として整備してはどうか 

・不測の事態が生じたときのための備蓄が必要 

・消防署内の対策本部が備えるべき機材（通信機器等）の充実 

・湖南地区から湖北地区へのアクセスが限られていることが心配 

・災害時には高齢者でも自立した生活ができるようにするべき 

・自治会のような区で班のようなものを作り、災害が起きたときに助け合うことができるグ

ループ作りがあっても良い 

・訓練の参加者をどうしたら増やせるのか 

・訓練になるべく多くの人が参加できるような工夫が必要 

・避難生活で町民がとるべき対応や町からの支援内容、避難への備えについて周知してほし

い 

 

＜まちづくりに関する意見＞ 

・若者が厚岸で生活したいと思えるようなまちづくりに期待したい 

・必要なものが安全なところにコンパクトに集まっているのが良い 
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 町民意見交換会 

(1) 実施概要 

目的： 

・福祉・防災・まちづくりへの理解醸成 

・各分野におけるより具体的な現状、課題の把握 

・複合施設に必要な機能の把握 

 

対象者： 

・防災機能を備えた複合施設庁内検討部会委員 

・厚岸消防署、厚岸消防団第一分団 

・自治会役員 

・自衛隊協力会事務局 

・福祉団体職員 

・町内在住防災士の資格を有する方 

・民生委員、個人 

 

第１回町民意見交換会： 

・日時：令和６年 10 月７日 18：00～20：00 

・場所：厚岸町保健福祉総合センターあみか 21 検診スペース 

 

第２回町民意見交換会： 

・日時：令和６年 11 月 15 日 18：00～20：00 

・場所：厚岸町保健福祉総合センターあみか 21 検診スペース 

 

第３回町民意見交換会： 

・日時：令和６年 12 月 17 日 18：00～19：30 

・場所：厚岸町保健福祉総合センターあみか 21 検診スペース 

 

第４回町民意見交換会： 

・日時：令和７年２月６日  18：00～19：00 

・場所：厚岸町保健福祉総合センターあみか 21 検診スペース 
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(2) 第１回町民意見交換会 

日時 令和６年 10 月７日（18時～20時） 

参加者数 36名 

実施内容 参加者が６～７グループに分かれて、以下テーマについてグループワークを実施

した。 

①地震時に自宅から避難する際の課題 

（例 避難所までの距離、避難した後の避難所の状況（寒さ対策や備蓄品の数

量、スペース）） 

②地域が抱える防災・まちづくり・福祉の課題 

 

 

 

 

 

 

課題 ■防災に係る課題 

・避難場所、避難行動、避難手段等が十分に地域住民に周知されていない。 

・災害対応において自助が重要となることが地域住民に周知されていない。 

・冬季における災害対応を見据えた避難訓練や備蓄品の準備等が十分でない。 

・行政が準備している備蓄、ローリングストックの重要性が地域住民に周知さ

れていない。 

・町外からの支援を円滑に受け入れるためのネットワークや環境整備が十分で

ない。 

・厚岸大橋の落橋に備え、孤立対策（計画的な備蓄、連絡体制の構築等）の充

実、湖北地区と湖南地区に対する防災力の格差を是正するための取り組みが

必要である。 

■福祉に係る課題 

・要配慮者利用施設からの避難が困難となるため、あらかじめ災害リスクの低

い地域に施設整備を行う必要がある。 

・要配慮者利用施設等の事業を継続するための計画の充実を図り、訓練等によ

り災害対応の実効性向上を図る必要がある。 

・訪問介護時に災害が発生した際の対応が不安である。 

・軽度の介護者や要支援者の入所系サービスの整備が必要である。 

・高齢者用のサービス付き高齢者向け住宅を整備する必要がある。 

・逃げられない高齢者、独居老人に対する避難を検討する必要がある。 

■まちづくりに係る課題 

・少子高齢化が進んでいることを前提としたコンパクトなまちづくりが必要で

ある。 

・デマンドバスが導入されているが、使い勝手がよくないため、免許返納した

高齢者にとっても住みやすいまちづくりとする必要がある。 

・高齢者にとって、子どもが遊んでいる姿を見ることが活力につながるため、

高齢者と子どもが一緒に過ごせる地域一体型のまちづくりが必要である。 

・空き家が多くなっているため、防犯、防災、まちの活性化、まちづくり機能の

集約の観点で課題がある。 

・新たな拠点整備にあたっては、災害時だけでなく平常時の利用の側面を考え

て機能を検討する必要がある。 

・災害発生後の円滑な復旧・復興に向けて、浸水する地域の移動等をあらかじ

め考えておくことが必要である。 
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(3) 第２回町民意見交換会 

日時 令和６年 11 月 15日（18時～20時） 

参加者数 32名 

実施内容 参加者が６～７グループに分かれて、以下テーマについてグループワークを実施

した。 

①課題のとりまとめ結果の共有 

（１）第１回町民意見交換会の実施結果 

（２）アンケート結果 

②取り組むべき方向性（ワークショップ） 

 

 

 

 

 

 

 

課題 ■福祉の課題を解決するための機能・仕組み 

・平常時の要配慮者に対する支援が災害時にも活用できる介護等を円滑に行う

ためのロボット機能 

・平常時でも利用しやすく、災害時にも安心して避難できるバリアフリー機能 

・災害時に円滑に避難できるように平常時に体を鍛えるスポーツ・健康機能 

・認知症の予防や豊かな心を育むための幅広い世代の交流スペース機能 

・離れた家族への対応、災害時の心のケアに対応できる仕組み 

■防災の課題を解決するための機能・仕組み 

・負傷者の救援・救助、広域防災拠点として活用できるヘリポート機能 

・災害時に情報収集、連絡等を円滑に実施するための発電、通信機能 

・快適な避難生活をするために、災害時に活用できるトイレ、入浴、冷暖房、備

蓄機能 

・プライバシーに配慮した避難所機能 

・円滑な避難に資する防災情報を学べるだけでなく、大会等の開催で周知啓発

できる仕組み 

■まちづくりの課題を解決するための機能・仕組み 

・災害時に避難所として活用、平常時に滞在できる宿泊機能 

・災害時に避難者の受入、車移動者の滞留先として活用でき、平常時に施設利

用者のために必要な駐車場機能 

・バスの移動路線、公共交通ネットワークを踏まえたウイスキー等の観光まち

づくりを推進する仕組み 

・災害時の駐車機能等が有効利用される平常時のカフェ・レストラン、ドッグ

ラン、キャンプ、農業、イベントができる仕組み 

・将来的な町の絵姿を見据えて、施設整備によるコンパクトシティが実現でき

る仕組み 
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(4) 第３回町民意見交換会 

日時 令和６年 12 月 17日（18時～19時 30分） 

参加者数 29名 

実施内容 参加者が６～７グループに分かれて、以下テーマについてグループワークを実施

した。 

①第２回町民意見交換会における実施結果の共有 

②厚岸町まちづくり基本構想（素案）（ワークショップ） 

  

課題 ■基本理念に係る意見 

・書いてあることがぼやけている 

・あいまいでわかりにくい 

・「地域」という表現を避ける 

・自助、公助、共助全てが重要であるという表現の追記 

・巨大地震・津波の追記 

・つながり支え合うまちづくりの追記 

・町民全体で能動的な参加を促すキーワードの追記 

・力強い未来に向けてというキーワードの追記 

・災害発生時に個々人が避難する場所を把握できることを追記する 

・今後も永く住み続けたいを追記する 

■整備目標に係る意見（抜粋） 

・【福祉】担い手の確保を町内だけでなく周辺市町村と連携する点を追記 

・【防災】沿岸部と内陸部における支え合いを追記 

・【福祉】ロボットというキーワードの追記 

・【防災】防災教育というキーワードの追記 

・【福祉】高齢者の定住化、共同生活の場の提供を追記 

・【防災】防災関係機関からの受援拠点の追加 

・【防災】施設につながるネットワークの確立を追記 

・【まちづくり】四季の並木道というキーワードの追記 

・【まちづくり】地域以外の人とのつながりの追記 

・【平常時災害時】平常時はベンチ、災害時は炊き出し用ストーブ等の追記 

・【防災】ペット対策の追記 

・【防災】利用者、職員の安全確保に共感できる 

・【まちづくり】楽しいことがありそうで良い点に共感できる 

・【防災】要支援者も地域住民もというキーワードに共感できる 

・【まちづくり】人を集める、人があつまるをキーワードに追加 

・【平常時災害時】フェーズフリーというキーワードに共感 
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(5) 第４回町民意見交換会 

日時 令和７年２月６日（18時～19時） 

参加者数 31名 

実施内容 第３回町民意見交換会における意見と対応、パブリックコメントにおける意見と

対応を報告した。また、それらの意見を踏まえて修正した厚岸町まちづくり基本

構想（案）を協議した。 

  

意見 

■厚岸町まちづくり基本構想全般 

・今後の予定に令和 12年度以降に着工予定等が示されており本当に整備される

ものだと実感した。災害のことは他人事だったが、あらためて防災意識を高

めることができたため、参加した意義を感じた。 

・厚岸町まちづくり基本構想に係る意見交換を通じて、福祉、防災、まちづく

りの勉強になった。防災の講習会に参加するようにしてきた。町民意見交換

会に参加できたことに感謝したい。 

■整備方針 

 ・太田地区に施設整備することは理にかなっている面があるが、町の中心部か

らのアクセスが悪いためその対応を検討するのか。 

   ⇒回答 

    厚岸町まちづくり基本構想の段階では、具体的な地区名への言及を避け

る方針である点をご意見に対する対応に明記する。整備方針では、立地条

件の評価指標として、災害リスクや交通のアクセス性等を踏まえて、適地

を選定する。 

 ・パブリックコメントの意見を確認すると、町民のイメージする施設整備箇所

が太田地区一択になっている。太田地区以外になった際には説明が必要なの

ではないのか。 

   ⇒回答 

    今後、適地選定、基本計画、実施計画と施設整備に向けて具体化する中

で、選定根拠等を提示する予定である。 

■基本構想のレイアウト 

 ・厚岸町まちづくり基本構想に示される内容は問題ない。図が小さいため、 

図に示されている文字が読めない。横レイアウトの方が見やすいページがあ 

るので、もう少し配慮してはどうか。 

 ⇒見やすさに配慮して図の大きさやレイアウトを調整する。 
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 パブリックコメント 

令和７年１月 21 日から２月２日までの間に厚岸町まちづくり基本構想（素案）に対するパブリックコメントを実施した。 

パブリックコメントで得られた意見と意見に対する回答状況は下記の通りである。 

パブリックコメントで得られた意見と回答 

№ 該当箇所 意見 対応 

１ 

5.3整備方針

（あり方） 

① 防災の面で、福祉施設は太田地区で建ててはどうか。気候・風土・地盤の

問題などリスクが低いと考える。風通しが悪い場所は建てて欲しくない。

避難場所の整備・物資の確認など様々な面を考えると太田を中心としてア

クセスしやすい場ではないか？また、施設の太陽光発電を設置し蓄電がで

きるようにし、災害が起きた際には供給できるよう、救出・復旧活動の活

用拠点としてできないか？ 

施設整備地については、今後、候補地を選定していく

ので、施設の具体的な検討を行う際の参考とする。 

（以下「太田地区」に関する意見に係る対応について

同じ。） 

5.3整備方針（あり方）において、立地条件として「災

害リスクの低い場所」及び「ネットワーク化により地

域活性、地域共生社会の実現が期待できる場所」を挙

げているため、意見と本構想の趣旨が同様と判断。 

5.2整備目標 ② 福祉施設職員の働き手不足解消に遠方から通いやすいようにしてほしい。 5.2 整備目標①「まちが一丸となって支える福祉機能

の形成」に、施設職員の確保の観点を追記。 

２ 

5.3整備方針

（あり方） 

③ 太田中学校グラウンドのあたりに施設ができないか？土砂崩れ、津波の心

配がいらない、通信の面でも障害無くつながることができるのではない

か？ 

5.3整備方針（あり方）において、立地条件として「災

害リスクの低い場所」を挙げ、土砂災害等の直接被害

が避けられる箇所を選定する方針としているため、意

見と本構想の趣旨が同様と判断。 

1.5福祉の現

状 

④ 施設の老朽化しているとあるが、S56に心和園が建てられ、40年以上にな

る。天井の雨漏り、トイレ等の詰まりなど工事が必要とする問題が出てき

ている。早急に建物が崩れてしまわないようすすめてもらいたい。 

施設の維持管理については、施設利用者に影響が出な

いよう迅速に対応する。本構想では施設維持管理に係

る内容を触れていないため、施設の具体的な検討を行

う際の参考とする。 

5.3整備方針

（あり方） 

⑤ 高台である太田の土地に建てて欲しい。地盤も良く津波・災害のリスクが

低い場所ではないか？太田は子も減少、全体の人口は少ないが、太田小中

学校を一体化し、現太田中学校に新たな施設を建てることはできないか？

太田中学校横には「らくとぴあ」もあり、毎年、町民避難訓練の場として

使われており、災害備品や避難場として備え有効的に活用しやすいのでは

ないか？ 

災害リスク及び小中学校・尾幌糸魚沢線等の周辺施設

との連携・アクセスについては、①と同様。 

学校施設の活用については、施設の具体的な検討を行

う際の参考とする。 
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 町民意見のとりまとめ 

町民アンケート及び町民意見交換会の実施結果から、町民の福祉、防災、まちづくりに対する課

題認識状況と複合施設に求める機能や活用イメージ等の要件は以下の通りである。 

 

(1) 福祉に関する主な町民意見 

＜平時の福祉サービスに関する意見＞ 

・軽度の介護者や要支援者の入所系サービスの整備が必要である。 

・高齢者用のサービス付き高齢者向け住宅を整備する必要がある。 

 

＜災害時の対応に関する意見＞ 

・要配慮者利用施設等の事業を継続するための計画の充実を図り、訓練等により災害対応の

実効性向上を図る必要がある。 

・訪問介護時に災害が発生した際の対応が不安である。 

・逃げられない高齢者、独居老人に対する避難を検討する必要がある。 

 

(2) 防災に関する主な町民意見 

＜意識啓発、周知に関する意見＞ 

・避難場所、避難行動、避難手段等が十分に地域住民に周知されていない。 

・災害対応において自助が重要となることが地域住民に周知されていない。 

・行政が準備している備蓄、ローリングストック※の重要性が地域住民に周知されていない。 

・訓練への参加率を上げる必要がある。 

 

※ローリングストック：日常的に消費しながら備蓄を更新する方法 

 

＜施設整備に関する意見＞ 

・新たな拠点整備にあたっては、災害時だけでなく平常時の利用の側面を考えて機能を検討

する必要がある。 

・冬季における災害対応を見据えた避難訓練や備蓄品の準備等が十分でない。 

・町外からの支援を円滑に受け入れるためのネットワークや環境整備が十分でない。 

・厚岸大橋の落橋に備え、孤立対策（計画的な備蓄、連絡体制の構築等）の充実、湖北地区

と湖南地区に対する防災力の格差を是正するための取り組みが必要である。 

・車避難のための道路拡幅が必要である。 

・ライフラインの耐震化が必要である。 

 

＜避難行動に関する意見＞ 

・家族、ペットを連れての避難に不安がある。 

・体力的に避難場所への移動に不安がある。 
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(3) まちづくりに関する主な町民意見 

＜コンパクトシティに関する意見＞ 

・必要なものが安全なところにコンパクトに集まっているのが良い。 

・少子高齢化が進んでいることを前提としたコンパクトなまちづくりが必要である。 

・デマンドバスが導入されているが、使い勝手がよくないため、免許返納した高齢者にとっ

ても住みやすいまちづくりとする必要がある。 

・空き家が多くなっているため、防犯、防災、まちの活性化、まちづくり機能の集約の観点

で課題がある。 

 

＜あらゆる主体の交流に関する意見＞ 

・若者が厚岸で生活したいと思えるようなまちづくりに期待したい。 

・高齢者にとって、子どもが遊んでいる姿を見ることが活力につながるため、高齢者と子ど

もが一緒に過ごせる地域一体型のまちづくりが必要である。 

 

＜土地利用に関する意見＞ 

・災害発生後の円滑な復旧・復興に向けて、浸水する地域の移動等をあらかじめ考えておく

ことが必要である。 

 

(4) 複合施設の要件に関する主な町民意見 

＜立地条件に関する意見＞ 

・町民アンケートでは「いずれでも良い」が最多であり、次いで「湖北地区市街地」が多く

回答された。 

・湖北だけでなく湖南にも施設整備が必要である。 

・医療機関や福祉施設、商業施設からのアクセスが良い場所に整備するべきという回答が多

かった。 

・要配慮者は施設からの避難が困難となるため、あらかじめ災害リスクの低い地域に施設整

備を行う必要がある。 

 

＜災害時に必要な機能＞ 

・プライバシーに配慮した避難所機能 

・負傷者の救援・救助、広域防災拠点として活用できるヘリポート機能 

・災害時に情報収集、連絡等を円滑に実施するための発電、通信機能 

・離れた家族への対応、災害時の心のケアに対応できる仕組み 
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＜平常時にあると良い機能＞ 

・天候によらず集まれる場 

・障がい者、高齢者の就労の場 

・認知症の予防や豊かな心を育むための幅広い世代の交流スペース機能 

・福祉意識の学習、訓練の場 

・円滑な避難に資する防災情報を学べるだけでなく、大会等の開催で周知啓発できる仕組み 

・バスの移動路線、公共交通ネットワークを踏まえた、ウイスキー等の観光まちづくりを推

進する仕組み 

・将来的な町の絵姿を見据えて、施設整備によるコンパクトシティが実現できる仕組み 

 

＜平常時、災害時に共通する機能（フェーズフリーに配慮した機能）＞ 

・平常時でも利用しやすく、災害時にも安心して避難できるバリアフリー機能 

・災害時の円滑な避難や介護予防ケアのために平常時に体を鍛えるスポーツ・健康機能 

・快適な避難生活をするために、災害時に活用できるトイレ、入浴、冷暖房、備蓄機能 

・災害時に避難所として活用、平常時に滞在できる宿泊機能 

・災害時に避難者の受入、車移動者の滞留先として活用でき、平常時に施設利用者のために

必要な駐車場機能 

・災害時の駐車機能等が有効利用される平常時のカフェ・レストラン、ドッグラン、キャン

プ、農業、イベントができる仕組み 

・平常時の要配慮者に対する支援が災害時にも活用できる介護等を円滑に行うためのロボッ

ト機能 
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 課題の整理 

 福祉に関する課題 

(1) 現状や関連計画を踏まえた課題 

 高齢の一人暮らし世帯の増加、要配慮者の増加への対応 

 地域包括ケアシステムの推進 

 福祉施設の老朽化対策、災害リスクの低減 

 生活の潤い・生きがいづくり 

 多世代の交流機会の創出 

 コミュニティの活動拠点施設の整備 

 

(2) 町民から挙げられた課題 

 介護、高齢者向けの福祉施設の整備・充実 

 避難行動要支援者の災害時の避難対策 

 幅広い世代の交流の場の提供 

 障がい者、高齢者の就労機会の創出 

 拠点施設のバリアフリー化 

 

(3) 既往災害から想定される課題 

 独居の高齢者など、避難生活に不安を抱く町民への対応（平成 30 年北海道胆振東部地

震） 

 福祉支援チームの充実（令和６年能登半島地震） 
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 防災に関する課題 

(1) 現状や関連計画を踏まえた課題 

 安全で安心な暮らしを続けることができる体制づくり 

 津波浸水想定区域外における避難場所等の整備 

 避難行動要支援者の避難体制構築（特に津波避難） 

 漁業関係者の津波避難対策 

 外部からの支援・応援の受入れ拠点の整備・調整 

 冬季の避難対策、低体温症対策 

 

(2) 町民から挙げられた課題 

 自助・共助意識や適切な避難行動の周知 

 防災情報収集処理、発信機能の確立 

 フェーズフリーに配慮した災害対策、施設整備 

 避難生活環境の充実 

 受援体制の構築、広域防災拠点の整備 

 

(3) 既往災害から想定される課題 

 特に、毛布や非常用電源等、冬季の発災を想定した資機材の確保（平成 30 年北海道胆

振東部地震） 

 燃料の確保（平成 30 年北海道胆振東部地震） 

 物資のラストワンマイル輸送※手段の検討（令和６年能登半島地震） 

 最新技術を活用した情報収集体制の構築（令和６年能登半島地震） 

 応援職員の衛生設備確保（令和６年能登半島地震） 

 自衛隊と連携した各種啓開、物資輸送（令和６年能登半島地震） 

 物資の分散備蓄（令和６年能登半島地震） 

 女性の視点に立った避難生活環境の改善（令和６年能登半島地震） 

 二次避難への円滑な移行（令和６年能登半島地震） 

 孤立集落対策（令和６年能登半島地震） 

 

※ラストワンマイル輸送：物流の過程のうち、商品を物流拠点から消費者の手元まで届ける

最後の過程 
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 まちづくりに関する課題 

(1) 現状や関連計画を踏まえた課題 

 失われつつあるにぎわいの維持・創出 

 都市機能がコンパクトに集積した市街地づくり（コンパクトシティの推進） 

 北海道横断自動車道根室線※の整備に合わせたアクセス道路整備 

 施設の効果的・効率的な維持管理 

 高齢者等、個別の交通手段を持たない町民向けの公共交通の維持・確保 

 

※黒松内町を起点として札幌市、帯広市、釧路市等を経由して、根室市に至る高規格道路 

 厚岸町周辺では尾幌糸魚沢道路が事業中 

 

(2) 町民から挙げられた課題 

 将来像を見据えたコンパクトシティの実現 

 あらゆる主体が一体となったまちづくり 

 平常時、災害時両方の利用を見据えた新たな拠点整備 

 日常生活、避難行動での車移動支援のための駐車場整備 

 

(3) 既往災害から想定される課題 

 木造家屋の耐震化、耐火災対策（令和６年能登半島地震） 
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 地区別の課題 

上記までで整理した内容から、特定の地点や地区に関する課題を湖北地区と湖南地区に分けて

災害リスクマップとして整理した。 

湖北地区では、事業中の尾幌糸魚沢道路を含め、外部との広域的なネットワーク形成に関する課

題や、福祉施設の老朽化等が挙げられる。 

湖南地区では、厚岸大橋が利用できなくなった場合、救出活動や復旧活動などの応急対策活動に

も支障をきたし、各地域が災害時に孤立することが最大の課題と想定される。 
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災害リスクマップ（湖北地区）

防災 津波浸水リスクのない指定緊急避

難場所が存在しない居住エリアにおける

避難場所の整備、備蓄物資の確保 

福祉 避難行動要支援者の避難対策 

福祉 特別養護老人ホーム心和園と

在宅老人デイサービスセンターの老

朽化及び施設利用者の避難対策 

福祉 大規模災害時における福祉避

難所の確保 

尾幌糸魚沢道路（事業中） 

防災 国道 44 号の浸水等による寸断を想

定した、尾幌糸魚沢道路や空路（ヘリ等）に

よるアクセス方法・活動拠点の確保 

まちづくり （仮称）厚岸インターチ

ェンジの整備に合わせ、人口集積地

区とのアクセス性確保・向上 
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災害リスクマップ（湖南地区） 

防災 福祉 厚岸大橋不通によ

る湖南地区の孤立を想定した、物

資供給方法、災害時福祉の検討 

防災 福祉 厚岸大橋不通によ

る湖南地区の孤立を想定した、物

資供給方法、災害時福祉の検討 

防災 福祉 床潭地区の孤立を

想定した、物資供給方法、災害時

福祉の検討 
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 課題の集約 

ここまでで整理した内容を踏まえ、現状と課題を集約すると以下の通りとなる。 

 

 

現状 

福祉分野 

① 単身の高齢者の増加 

② 要介護者の増加見込み 

③ 福祉施設、担い手不足 

④ 福祉施設の老朽化・災害

リスク 

防災分野 

⑤ 地震による建物被害 

⑥ 市街地の津波浸水想定 

⑦ 津波向けの指定緊急避難場所

の偏在 

⑧ 役場庁舎の津波浸水 

⑨ 道路・橋梁被災による孤立リ

スク 

⑩ 冬季の避難、低体温症リスク 

まちづくり分野 

⑪ 交流・にぎわいの喪失 

⑫ 公共交通需要の減少 

⑬ 過疎化の進行 

⑭ 尾幌糸魚沢道路の整備 

課題 

＜平常時＞ 

 多世代、あらゆる主体の交流・にぎわいの場

の創出（現状①⑪⑬に対応） 

人口減少により失われつつある交流やにぎ

わいを維持・促進する場を設けることが必

要 

そこには、老若男女、障がい者問わず、あら

ゆる主体が携わるよう留意することが重要 

 コミュニティ活動のネットワーク形成（現

状①⑫⑬⑭に対応） 

地域のつながりや支え合いの意識を醸成

し、町民の間でコミュニティを広げていく

ためのネットワークの形成が必要 

町民間の意識的なつながりだけでなく、広

域活動を促進するため尾幌糸魚沢道路との

結節に留意した交通ネットワークの充実も

重要 

 福祉施設の更新・機能向上（現状②③④⑤に

対応） 

特別養護老人ホーム心和園が老朽化してい

る上、災害リスクを有していることから更

新や機能向上が急務 

 防災対策、行動に関する意識啓発（現状⑤⑥

⑦⑨⑩に対応） 

地震・津波による甚大な被害が想定される

上、地形等から避難時の課題が顕在 

これらを町民に周知し、自助・共助意識の向

上が必要 

＜災害時＞ 

 避難場所等の充実（現状⑤⑥⑦⑩に対応） 

厚岸町は津波災害のリスクが比較的高く、多く

の被害が想定されるが、津波向けの指定緊急避

難場所の中には、周辺に土砂災害リスクを有す

る箇所が多数存在 

冬季の発災も想定し、災害時に町民の命をつな

ぐための避難場所等を整備することが必要 

 避難行動要支援者の避難体制構築・避難生活支

援（現状①②③⑥⑦に対応） 

高齢者や要介護者が多く増加傾向にあり、災害

リスクのあるエリアに多く居住していることか

ら、災害時に避難行動要支援者が多数存在 

発災直後の一時避難や避難の長期化を想定し、

安全の確保、必要な福祉サービスの提供の維持

が可能な体制や拠点整備が必要 

 広域応援体制の充実（現状⑧⑨⑭に対応） 

大規模地震時には厚岸大橋の寸断等で孤立集落

の発生が想定 

尾幌糸魚沢道路を介した広域応援ルートや活動

拠点の整備が必要 
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 基本構想 

各種計画の方針（２章）や把握した町民意見（３章）を踏まえ整理した当町における防災・福祉・

まちづくりにおける課題（４章）を総合的に勘案し、以下の通りまちづくり基本構想として基本理念、

整備目標及び整備方針を整理した。 

 

 

 

 基本理念 

厚岸町は日本海溝・千島海溝型巨大地震による津波災害を中心に、土砂災害や洪水浸水が懸念さ

れる。そのうえ、一人暮らしの高齢者や要介護者が増加しており、安全・安心なまちづくりに向け

ては、防災だけでなく福祉の観点も重要となる。 

安全・安心なまちづくり、交流やにぎわいのあるまちづくり、みんな笑顔でつながり支え合うま

ちづくりに向け、本構想の基本理念を以下の通り設定する。 

 

※１ ヒト：住民、子ども、高齢者、介護者、観光客等多様な主体 

※２ フェーズフリー：平常時と非常時の区別なく活用できるよう製品やサービスをデザインする

考え方 

※３ アクセシビリティ：だれもが製品、サービス、環境に平等にアクセスし、利用できるようにす

ること  

 

整備目標 

課題 
多世代、あらゆる主体
の交流・にぎわいの場
の創出 

 
 
③多様な主体との

交流・地域活動

の活性化につな

がる場 

整備方針 

（あり方） 

 
 
①まちが一丸

となって支

える福祉拠

点の形成 

 
 
②災害時に要支援

者も地域住民も

安全を確保でき

る機能 

＜規模＞ 
将来の高齢者人口を
踏まえた福祉施設 

コミュニティ 
活動のネット 
ワーク形成 

福祉施設の 
更新・機能向上 

避難場所等 
の充実 

＜立地＞ 
災害リスクの低い場所 
ネットワーク化 
アクセシビリティ※3向上 

＜活用イメージ＞ 
あらゆる主体の交流 
自衛隊等による地域活動 
災害時の防災活動 

避難行動要支援者の 
連携体制構築・避難生活支援 

広域応援 
体制の充実 

防災対策、行動に 
関する意識啓発 

 
 
④フェーズフリー※2

に配慮した平常時

利用、災害時利用

の両立 

基本理念 みんなで支え合い、ヒト※1を未来へとつなぐ、福祉・防災機能の充実 

みんなで支え合い、ヒト※1を未来へとつなぐ、福祉・防災機能の充実 
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 整備目標 

基本理念に基づき、まちづくり基本構想における整備目標として以下を設定する。 

 

① まちが一丸となって支える福祉機能の形成 

単身の高齢者が増加傾向にある等、要介護者の増加が見込まれている一方で、人口減少が進

行しており、福祉の担い手が不足している。また、既存の福祉施設が老朽化していることから、

まちに関わるあらゆる主体が協力して地域を支えていくことが必要となる。 

この地域共生社会の実現に向け、福祉の担い手が働きやすい環境を整え、ＩｏＴ、ＩＣＴ※技

術の活用を含め、高齢者、障がい者、児童などの分野を問わずあらゆるサービスを展開できる

福祉機能や仕組みを強化する。 

 

② 災害時に要支援者も地域住民も安全を確保できる機能 

当町の人口動向を踏まえると災害時の避難行動要支援者の避難体制を構築することが求めら

れている。特に、地震・津波災害時には沿岸部を中心に甚大な被害が想定されるため、沿岸部

以外からの支援体制を構築する観点も重要となる。また、福祉施設においては、災害時に施設

利用者や施設職員の安全確保が重要である。 

福祉施設利用者や施設職員、住民の命をつなぎとめるため、要配慮者、健常者共に安全を確

保できる、ストレスフリーな避難生活を送ることができる防災機能や仕組みを強化する。 

 

③ 多様な主体との交流・地域活動の活性化につながる場 

過疎化が進行する中、にぎわいが失われつつあり、交流の機会が減っている。 

他施設とのネットワークや隣接市町村との広域的なネットワークを意識し、老若男女、障が

い者を問わず、あらゆる主体が集まり、交流し、地域活動の活性を促す場や仕組みを創出して

いく。 

 

④ フェーズフリーに配慮した平常時利用、災害時利用の両立 

特定の施設や機能を災害時のみ活用することは、費用対効果や防災意識の啓発・向上の観点

から非効率的である。災害時に適切な避難行動、災害対応をとるためには、平常時から各機能

を最大限に活用できるようにすることで、平常時の機能が災害時にも役に立つ側面を持たせる

ことが重要となる。 

フェーズフリーに留意し、平常時、災害時の利用を両立させることを目指す。 

 

 

※ＩｏＴ：インターネットを通じて物理的なデバイスやセンサーが相互に通信し、データを交

換することで効率性、利便性を向上させる技術 

 ＩＣＴ：情報通信技術を活用して情報を収集、処理、伝達することで効率性、利便性を向上

させる技術 
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 整備方針（あり方） 

整備目標を達成するための拠点づくりにおける整備方針を以下の通り設定した。 

 

(1) 立地条件 

 災害リスクの低い場所 

福祉拠点となることから、入居型施設やデイサービスの利用者及び職員が避難行動を

とらずとも、安全確保が可能となるよう、津波浸水想定区域外の立地が望ましい。 

また、地震による液状化や隣接する斜面の土砂崩れ等による施設への直接被害が避け

られる箇所を選定する必要がある。 

 

 避難場所として有効である場所 

津波災害に対する避難困難地域の解消に資することが理想的である。 

津波浸水が想定される地域の津波浸水想定区域外で、当該地域の避難目標地点とな

り、施設利用者ではない、周辺住民の受入れも想定し、多くの住民の避難場所となる立

地が好ましい。 

 

 ネットワーク化により地域活性、地域共生社会の実現が期待できる場所 

市街地からや駅、事業中の厚岸インターチェンジ（仮称）からのアクセスが良く、当

拠点をハブにコミュニティ活動のネットワークが形成できる場所に整備することに留

意が必要である。 

また、好アクセスであることは、災害時に広域防災拠点として活用する上でも重要と

なる。 

拠点の配置と拠点をハブとしたネットワークの形成には、平常時の利用も想定し、当

町の都市計画マスタープランとの整合に留意する。 
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厚岸町都市計画マスタープランにおける将来都市構造図  
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(2) 活用イメージ 

施設を大きく地域交流スペース、多目的広場・駐車場、老人福祉施設・在宅サービスの３つ

にゾーニングし、平常時、災害時それぞれの機能や活用イメージを検討する。 

平常時には、基本的に福祉施設としての機能を果たすことに加えて、それぞれのゾーンであ

らゆる主体が交流・ふれあうことに留意したレイアウト、機能、仕組みを検討する。 

災害時には、福祉施設や交流施設としての機能を活かし、福祉施設の利用者のみならず、周

辺住民や施設への来訪者の受入れを可能とする。多目的広場は自衛隊等、外部からの支援組織

の活動拠点として活用することで、当施設を軸に当町全体の災害対応を展開する。 

平常時の機能や施設における平常時からの防災教育や訓練により、災害時にも有効に機能す

る、人や組織が円滑に行動できる、フェーズフリーな施設を目指す。 

 

施設の活用イメージ 

ゾーン 主体 
活用イメージ 

平常時 災害時 

全般 交流、ふれあい、防災学習 避難場所、活動拠点 

地域交流 

スペース 

自衛隊等 吹奏楽団の演奏 避難者支援拠点 

要介護者 就労、生きがいの場 福祉避難所 

地域住民 レクリエーション、スポーツ、遊び 避難所 

観光客 宿泊、食事 

多目的広場・

駐車場 

自衛隊等 防災訓練、地域イベント交流 ヘリポート、活動拠点 

要介護者 広場での活動・協力・交流 健康維持、メンタルケア 

地域住民 訓練参加、季節のお祭り、運動会 一時避難場所 

健康維持、メンタルケア 

ペットの避難場所 

観光客 アクティビティ 一時避難場所 

健康維持、メンタルケア 

老人福祉施設 

在宅サービス 

要介護者 介護福祉サービス、地域住民との交

流 

福祉避難所 

地域住民 施設利用者との交流 簡易的な医療 

その他 災害に備えたローリングストック 

かまどベンチ等平常時、災害時共に

活用可能な設備 

備蓄品の提供、非常用電源等災

害に強い設備 
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(3) 施設規模 

整備施設の整備には、高齢者数及び要介護者数の推計や他の居住系施設の動向を見据えた規

模とすることが必要であり、避難施設、交流施設としての機能では、避難者や利用者となる周

辺住民の人口規模等を考慮し、施設全体の規模を検討する。 

特に、福祉避難所として活用を実現するためには、要介護者に対する配慮ができるスペース

の確保が必要となることに留意する。 

 

【参考１】当町最大の社会福祉施設である町立特別養護老人ホーム心和園及び 

在宅老人デイサービスセンターの施設規模 

施設・機能 床面積（㎡） 定員（人） 

多床室 1,632.5 50 

デイサービス 444.7 35 

短期入所① 211.4 10 

短期入所② 279.9 10 

生きがい活動通所 322.8 － 

地域密着型施設 685.8 18 

計 3,577.1 123 

 

【参考２】当町のその他の高齢者居住系施設定員 

施設 定員（人） 

介護老人保健施設 ここみ 23 

グループホームすずらん･らいらっく 18 

グループホームらべんだあ･なでしこ 18 

計 59 
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 今後の進め方 

 

スケジュール 対応事項 

令和６年度 まちづくり基本構想策定 

令和７年度 土地選定等に係る予備的計画作成 

令和８年度 まちづくり基本計画策定 

令和９年度 まちづくり実施計画策定 

令和 10年度 造成等各種調査 

令和 11年度 施設実施設計 

令和 12年度～ 

令和 14年度 

工事着工（３か年） 

令和 14年度 施設竣工 

備品整備 
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参考資料 

防災機能を備えた複合施設庁内検討委員会・検討部会実施状況 

 

実施日 会議 主な議題 

令和６年 

８月 29日 

第１回 防災機能を備えた複合施

設庁内検討委員会 

 委員会、検討部会の設置 

 まちづくり基本構想策定スケジュール 

令和６年 

９月 20日 

第１回 防災機能を備えた複合施

設庁内検討部会 

 まちづくり基本構想の前提条件の整

理・課題の抽出 

 町民意見交換会の実施方針 

 町内アンケート調査の実施方針 

 今後の予定 

令和６年 

11月 20日 

第２回 防災機能を備えた複合施

設庁内検討委員会 

 検討部会、町民意見交換会およびアン

ケート調査結果報告 

 先進地視察 

令和６年 

12月 13日 

第２回 防災機能を備えた複合施

設庁内検討部会 

 第２回町民意見交換会実施結果 

 第３回町民意見交換会実施方針 

 まちづくり基本構想素案整理状況 

令和７年 

２月４日 

第３回 防災機能を備えた複合施

設庁内検討部会 

 第４回町民意見交換会の実施方針 

 まちづくり基本構想案整理状況 

令和７年 

２月 19日 

第３回 防災機能を備えた複合施

設庁内検討委員会 

 まちづくり基本構想 
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防災機能を備えた複合施設庁内検討委員・検討部会員名簿 

検討委員会委員 

区分 氏名（役職） 

委員長 石塚  徹  （副町長） 

委員 

三浦  克宏 （総合政策課長） 

早川  知記 （保健福祉課長） 

堀部  誠  （建設課長） 

四戸岸 毅  （危機対策室長） 

星川  雅美 （町立厚岸病院事務長） 

 

検討部会員 

区分 氏名（役職） 

部会長 早川 知記  （保健福祉課長） 

副部会長 

畑山 智史  （総合政策課政策調整係長） 

吉田 剛   （危機対策室危機対策係長） 

森村 佳太  （保健福祉課地域支援係長） 

部会員 須藤 洸杜  （総合政策課） 

杉澤 凌太  （危機対策室） 

石岡 由貴子 （保健福祉課） 

石山 優一  （地域包括支援センター主幹） 

大島 美奈子 （建設課主査） 

鈴木 康平  （町立厚岸病院総務係長） 

本庄 祐長  （厚岸町社会福祉協議会施設業務課主幹） 

芳賀 里香  （厚岸町社会福祉協議会総務地域課主事） 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚岸町 まちづくり基本構想 

令和７年３月 発行/厚岸町 

〒088-1192 北海道厚岸郡厚岸町真栄３丁目１番地 

TEL 0153-52-3131（代表） 

URL https://www.akkeshi-town.jp/ 

 


	はじめに
	1. 厚岸町の概要
	1.1 地勢
	1.2 人口動向
	(1) 人口構造
	(2) 世帯の状況

	1.3 土地利用
	1.4 厚岸町と防衛省・自衛隊の関係
	(1) 立地する防衛施設
	(2) 防衛省・自衛隊との協力・交流状況

	1.5 福祉に関する現状
	(1) 高齢者の状況
	(2) 子どもの状況
	(3) 要支援者の状況
	① 生活保護世帯
	② 障がい者
	③ 要介護等認定者等

	(4) 地域福祉資源の状況
	① 民生委員・児童委員の状況
	② ボランティア活動の状況
	③ 自治会活動の状況
	④ 交流イベント
	■ 食にまつわるイベント
	■ 季節・文化・環境・福祉イベント
	■ その他

	⑤ 教育・保育施設
	⑥ 医療施設
	⑦ 社会福祉施設・サービス事業
	■ 居住型施設
	■ 介護保険在宅型サービス事業
	■ 障害福祉在宅型サービス事業
	■ その他の福祉事業（抜粋）



	1.6 防災に関する現状
	(1) 想定される災害
	① 地震・津波
	② 土砂災害
	③ 洪水浸水
	④ 雪害

	(2) 防災体制
	① 本部機能
	② 避難情報の周知
	③ 自主防災組織
	④ 避難行動要支援者対策

	(3) 防災拠点・防災施設
	① 避難場所等
	② ヘリポート

	(4) 冬季の防災対策
	(5) 広域的な応急対策活動
	① 道路啓開
	② 医療
	③ 物資調達


	1.7 まちづくりに関する現状
	(1) 産業・経済の動向
	(2) 暮らし
	① 道路・公共交通
	② 都市計画・緑地・公園
	③ 行政運営



	2. 各種関連計画
	2.1 上位計画
	(1) 第６期厚岸町総合計画（令和７年１月改訂）

	2.2 まちづくり分野
	(1) 厚岸町都市計画マスタープラン（令和６年３月）
	(2) 第３期厚岸町未来創生総合戦略（令和７年３月策定予定）

	2.3 防災分野
	(1) 厚岸町地域防災計画（令和５年４月）
	(2) 厚岸町業務継続計画（令和３年３月）
	(3) 厚岸町地域強靭化計画（令和３年２月）

	2.4 福祉分野
	(1) 第４期厚岸町地域福祉計画（令和３年３月）
	(2) みんなすこやか厚岸21（健康増進計画）（第３期）（令和６年３月）
	(3) あっけし地域福祉実践プラン2022（厚岸町社会福祉協議会策定）（令和４年３月）
	(4) 第９期厚岸町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（令和６年３月）
	(5) 第３期厚岸町子ども・子育て支援事業計画（令和７年３月策定予定）
	(6) 第７期厚岸町障がい福祉計画（令和６年３月）
	(7) 第５期厚岸町障がい者基本計画（令和７年３月策定予定）

	2.5 公共施設
	(1) 厚岸町町有施設等総合管理計画（令和４年５月改訂）


	3. 町民意見の把握
	3.1 町民意見の把握・まちづくり基本構想への反映の流れ
	3.2 町民アンケート
	(1) アンケート調査概要
	(2) アンケート回答者属性
	(3) 日頃行っている災害への備えについて
	(4) どのような災害に不安を感じるかについて
	(5) 避難する時のご自身の課題について
	(6) 地域に必要な防災の機能について
	(7) 避難施設に必要な機能・設備について
	(8) 防災・福祉の複合施設が整備された場合、利用してみたい機能について
	(9) 施設・機能が整備された場合の複合施設の利用意向について
	(10) 防災・福祉の複合施設を整備する場合の施設の場所について
	(11) 防災・福祉の複合施設を整備するにあたり、重要と考えるものについて
	(12) 防災や福祉に関わるまちづくりに対する主な意見

	3.3 町民意見交換会
	(1) 実施概要
	(2) 第１回町民意見交換会
	(3) 第２回町民意見交換会
	(4) 第３回町民意見交換会
	(5) 第４回町民意見交換会

	3.4 パブリックコメント
	3.5 町民意見のとりまとめ
	(1) 福祉に関する主な町民意見
	(2) 防災に関する主な町民意見
	(3) まちづくりに関する主な町民意見
	(4) 複合施設の要件に関する主な町民意見


	4. 課題の整理
	4.1 福祉に関する課題
	(1) 現状や関連計画を踏まえた課題
	(2) 町民から挙げられた課題
	(3) 既往災害から想定される課題

	4.2 防災に関する課題
	(1) 現状や関連計画を踏まえた課題
	(2) 町民から挙げられた課題
	(3) 既往災害から想定される課題

	4.3 まちづくりに関する課題
	(1) 現状や関連計画を踏まえた課題
	(2) 町民から挙げられた課題
	(3) 既往災害から想定される課題

	4.4 地区別の課題
	4.5 課題の集約

	5. 基本構想
	5.1 基本理念
	5.2 整備目標
	① まちが一丸となって支える福祉機能の形成
	② 災害時に要支援者も地域住民も安全を確保できる機能
	③ 多様な主体との交流・地域活動の活性化につながる場
	④ フェーズフリーに配慮した平常時利用、災害時利用の両立

	5.3 整備方針（あり方）
	(1) 立地条件
	(2) 活用イメージ
	(3) 施設規模


	6. 今後の進め方
	参考資料
	防災機能を備えた複合施設庁内検討委員会・検討部会実施状況
	防災機能を備えた複合施設庁内検討委員・検討部会員名簿


